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八イブリツド式加湿器 MD - KH 1001 


取扱説明書-保証書 



このたびは、当社製品をお買い上げいただき 
まして、誠にありびとうございまず。正しくご 
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく 
お読みください。なお、お読みにな5れたあと 
もいつでも見5れるよラに大切に保管してくだ 
さい。 



ま全上のごミち意 . 2 〜 3 

各部のち称とはた 5 き . 4 〜已 

正しい使いかた . 6〜10 

お手入れと保管 . 11-12 

修理.ヴービスを依頼ずる前に . 13 

アフターヴービスについて . 裏表紙 

保証書 . 裏表紙 



品名 

八イブ1」ッド式加湿器 

型名 

MD - KH 1001 

電源 

AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力 

48 W 

加湿性能 

1 時間当り H (強）：約] 80 ml / L (弱）：約日 0 ml / SL (微弱）：約 40 ml 

連続加湿時間 

約10時間 （H (齡運転時） 

タンク容量 

約] 800 ml 

電源コード長さ 

約] .8 m 

寸法 

直径 200 X 高さ 300 mm 

苗 g 
貨里 

約] .0 kg (本体のみ） 

付属品 

取扱説明書.保証書 X1 、 ア □マ 台座（台座内にフ I ルト]枚装着済み） XI 、 

交換用フェルト X 2、 セラミックディスクセット X] 


参仕様等は改善•改良の為、予告なく変更する事びあります。 

♦ この製品を使巧でさるのは曰本国内のみで、海外では使巧でをません。 


(This unit can not be used in Toreign countries as designed for Japan only.) 

りなぶ舍社 ドウ己1己1わ 





























まを上のご注意 


♦ご使巧になる前に、この r 安を上のごミ主意 J をよ<お読みの5え、正し<お使い<ださい。 
♦ここに巧したを意事]!はまをに関する重大な内容を記載していまずので、おず守って<ださい。 
♦お読みになつたあとは、おほいになる方びいつでを見5れるところに、化ず巧管して<ださい。 


A 警告 

誤った取扱をすると、人が死 t または重傷を負5可能性が想定されるの客を示します。 

A 注意 

誤った取扱をすると、人が傷害を負ったり物的損害の発生が想定される内容を示します。 
(物的損害とは、家屋-家財-家畜•ぺット等にかかわる拡大損害を示します。） 


図記号の意味と例 



&は、「してはいけないこと」を意味していまず。具体的な禁止内容は、〇の近くに夕章で示 
していまず。 （ち図の場合は、 r 分絕禁止」を示しまず。） 


參は r 必ずすること」を意味しています。具体的な強制内容は、参の近くに文章で示しています。 

(左図の場合は、「電源プラグをコンセントから巧くこと」を示します。） 



分解禁止 

分解しない。また、修理技術者がの人は修理しない。 

乂災•感電-けびの原因になります。 f 度理はお買い上 
げの販売店またはドウシシトサービスセンター（裏表 
紙をご参照ください）にご相談ください。 

〇 

ホコリを取る 

電源プラグの巧および巧の取り付け面にホコリが付着 
している場合はふきとる。 

ホコリび付着したまま電源プラグを差し込むと、 
ショートや火災の原因になります。 

0 

使用禁止 

電源コードや電源プラグび傷んだ0、コンセントの差 
し込みびゆるいときは使用しない。 

感電-ショート-発火の原因になりまず。 

〇 

} 日巧 

電源プラグはコンセントの奥までしっか0差し込む。 

感電-ショート-発火の原因になります。 


電源コードを傷つけたり、破損した0、加工したり、 
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、重いちのを乗せた0、挟み込んだりしない。 

電源コードび破損し、火が-感電の原因になります。 

プラグを巧く 

使用後は必ず電源を OFF にし、電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火災や故障の原因になります。 

0 

禁止 

本体のずを間にピンや針金などの金属物等、異物を入 
れない。 

感電や異常動作してけびの原因にな0ます。 

異常時（こば臭い、発煙など）は、電源プラグをコン 
セントか5巧き、使用を停止ずる。 

火災や感電の原因になります。 

デ供だけで使わはたり、幼巧の手の届くところでは使 
用しない。 

けびややけど、感電の原因になります。 

禁止 

本体を水につけたり、水をかけたりしてめ5さない。 

ショート-感電の原因になります。 


交流 100 vum で使用しない。 

乂災や感電の原因になります。 

(§) 

めれ手禁止 

めれた手で、電源プラグを抜を差ししない。 

感電の原因になります。 
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/ K ミ主意 


霞 

プラグを巧く 

お手入れの際は、を全のため電源プラグをコンセントか 

5巧く。 

感電や乂災の原因になることびあります。 

〇 

指示 

電源プラグを抜くときは電源コードを持たずに必ず電 
源プラグをちって引き抜く。 

感電やショートの原因になることびあります。 

0 

禁止 

湿度の高いところ （85%1 U 上）では使用しない。 

室内を濡らしたり、故障の原因とな0まず。 

本製品を使用しないときは、水を捨てる。 

使用しない水をそのままにしておくと、カビや雑菌び 
繁殖し異臭の原因になります。 

使用しないときは、水タンクの水を捨ててください。 

蒸気び直接、家員•壁-カーテン-天井などにあたる 
ところで使用しない。 

家具•壁に染みびついたり、変形の原因にな D ます。 
本体を壁、家具、カーテン、寝具などか5已 0 cm 
上離してご使用ください。 

水タンクおよび水權の水は毎日新しい水道水と入れ智 
える。本体内部は常に清潔を保つよう定期的にお手入 
れずる。 

お手入れせずにお使いになると、ミちれや水アカにより、 
カビや雑菌び繁殖し、異臭の原因になります。まれに 
体賈によっては、過敏に反応し健康を害することびあ 
ります。この場合は、医師に相談してください。 

犬やネコなどのぺットのためには使用しない。 

ぺットび本体や電源コードなどを傷め、火災の原因に 
なることびあります。 

加湿器の近くに携帯電話やパソコンなどを置かない。 

加湿器の運転中は、加湿器周囲の湿度び高くなります 
ので、湿気に弱い携帯電話やパソコンなどの電子機器 
等は加湿器の近くに置かないでください。 

水道水に含まれる S ネラル分（カルシウム、マグネシ 
ウムなど）び霧と共に空気中に放出され、水分び気化 
した後、白い粉状になって室内に拡散されます。人体 
には無害ですび精密機器、雲 テ 機器などの故障の原因 
になるおそれびありますので、ホコ U やミちれに弱い機 
器のあるところでは使用しないでください。 

傾いた場所や棚などの高い場所-すま定な場所には置 
かない。 

転倒すると本体の破損、けびの恐れびあります。 

蒸気の出□をふさがない。 

蒸気吹出□をふさぐと、変形や故障の原因となります。 

A 

注意 

凍結に注意ずる。 

凍結のおそれびあるとをは、本体の水を捨てる。 

か道水切がは使用しない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌び繁 
殖しにくいためです。ミネラルウォーター、アルカリ 
イオン水、井戸水、浄水器の水を使用すると、カビや 
雑菌び繁殖しやす<なったり、水アカび多くなったり 
して、異臭の原因になります。 

製品はテレビ、ラジオなどか！ 52 mlU 上はなして設置 
ずる。 

雑音の原因になる場合びあります。 

お湯は使用しない。 

4日む政上のお湯を使用ずると、変形•誤動作の原因 
になります。 

本体を傾けない。 

水タンクに、水を入れたまま本体を傾けると、水びこ 
ぼれる恐れびありますので、ごを意ください。 

ア□マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 


本体をカーぺットなどの柔らかい繊維の上に直接置い 
て使用しない。 

使用すると、本体底面の吸気□びふさびり、本体の故 
障や水漏れの原因になります。 

ベンジン-シン ナーで 拭かない。 

変色や変形の原因になります。 
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各部の名祿とはた 3 を 


蒸気口 


操作部 

電源ボタン 


加湿量設定 タイマー設定 

ボタン ボタン 


〇 ( ① ） 〇 Q ((0 〇〔を） 

P/E H/L/SL CONT./2H/4H 

電源/給水表示ランプ 
加湿量の調節のしかた： 

加湿量設定ボタンを押ずごとに;欠のよラに切り換わりま 
す。 


H I ■強」 
1 


L 「弱 J 一 SL 「微弱」 


加湿量の設定 

表示ランプの色 

H r 強」 

青色 

L r 弱」 

黄色 

SL 「微弱」 

黄色点減 


タイマー機能の使いかた： 

タイマー設定ボタンを巧すごとに次のよラに切り換わり 
まず。 

CONT . 「連続運転」一 2 H 「2時間後オフ J -4 H 「4時間後オフ J 


蒸気筒 


タイマーの設定 

表示ランプの色 

CONT . 「連続運輯」 

消灯状態 

2 Hr 2 時間後オフ」 

黄色 

4 Hr 4 時間後オフ」 

黄色点減 



水タンク取っ手 
水タンクを運ぶ際に使 
用しまず。蒸気孔より 
指を入れ、内側を持ち 
まず。 


電源コード 
電源プラグ 


水路カパー 



※水路カバーを正し<取り付けないと、本体より 
お湯びあふれる原因となります。 

水路カバー下部脚部分（点線部）を本体水路の 
溝部（矢印で指し示している箇所）にしっかり 
と差し込んで < ださい。 
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才ーバーフロープール 



ア□マオイルなど芳香剤を水タンクへ絶対入れない。 

本体の破損、故障の原因になります。 

本体を移動させる場合は、巧に水タンクをがし、本体の水を捨てる。 

水タンク及び本体の水びこぼれるおそれびあ0ます。 

水路カバーを必ず取付けて使用ずる。 

取付けないで使用すると水漏れの原因になります。お手入れの時以外は取外さないで<ださし、。 



ネオーバーフ□ーセンサーについて 

オーバーフ□一とは水位が異常に上昇した状態をいいます。 

オーバーフ□ーセンサーは通常では動作しませんげ、オーバーフ□一した場合は、ヒーターの運転を 
停止し、水溢れを防止します。オーバーフ n —プールに水びたまっていた場合は、排水ち向から捨て 
て < ださい。 

水路の水位が正常に戻るとヒーターの運転を再開します。 


V 













































正しい使いかた 


使用前の準備 

1. 本体をア□マ台座にセツトずる 

ア□マ台座は本体裏側のネジ巧へ支柱を最後 
までしっか0差しこんでください。 



2. 本体とア□マ台座を水平な場所に設 
置する 

安定した水平な場所に設置してください。 
本体を使用場所へ設置し、本体に傾さび無い 
ことを確認してください。 


- 

心ち意 

テレビ、ラジオなどか 5 2 mW 上はなして設 
置ずる。 

雑音の原因になる場をびあります。 

3. 給水ずる 

① 本体上部の蒸気筒を回しなびら外しまず。 

② 本体より水タンクを取り出し、水タンク 
キャップを外してされいな常温の水道水を 
入れて < ださい。 

③ 水タンクキャップを確実に締め、こぼれた 
水をふをとり、水漏れびないことを確認し 
て < ださい。 

A ミち意 

• 水道水 1 U がの水は使用しない。 

• 運乾お了後、再度給水ずる場合は蒸気筒を 
取り列ずときに筒内部の水がこぼれまずの 
で、タオル等を準備して本体や巧が濡れな 
いよラにしてぐださい。 

4. 水タンクを本体に確実にセットずる 

•水タンクを本体にセットし、本体に蒸気筒を 
しっかりかぶせまず。 

/- 

A 警告 

外出や本体か 5 長時間離れるとさは、電源プ 
ラグをコンセントか 5 巧く。 

消し忘れや火災の原因になります。 



臣 





























己.電源プラグをコンセントに差し込む 


運転の開始/停止 


- 

A 注意 

を場に就寝ずる際、暖房機を止めて室内の溫 
度び 1 目 niy 下になり、加湿運間を継続ずる 
と結露び凳生ずることがありまず。 

本体や床び濡れることびあ 0 まずので、就寝 
時や室温び]日む政下、湿度び 6 日％！苗上にな 
る状況び予測される環境で使用される場合は、 
加湿運転を L 「弱」または SL 「微弱」モード 
にするか、使用を停止してくださし、。 

J 

1. 運転を開始する 

電源ボタンを巧ずと電源/給水表おランプ 
(P/E) び緑色に点灯し、約 2 分後に加湿運転 
を開始します。 

A 注意 

V_ 

電源/ 給水表示ランプ （ P / E ) び消えてか 5 
ずぐ 電源 ボタンを巧しても、約 2 分間は加湿 
しません。水温を screw 上に加熱し、殺菌 
を行なつてか 5 加湿運転を行なラためでず。 

J 


2. 運転を停止する 

電源ボタンををラー度巧ずと、運転を停止し 
ます。 

※加湿運転を停止後、約]分間送風運転を行 
し、、その後完全に停止します。 


^ A 

電源 ボタン 加湿 量 設定 タイマー設定 

ボタン ボタン 


(© ) 〇 C ((^ 〇 (0 ) 

P/E H/L/SL CONT./2H/4H 


電源/給水表示ランプ 

^-^ 


本佩ま壁や周囲か6適当な距離を巧つ 
て < ださい。 

本体は政下の点にミ主意してください。 



已〇 cm じ(上離して設置してください。 

• じゅラたんなど毛足の長い巧の上には置かな 
し)。吸気孔びふさびり本体の故障、周囲への 
水漏れの原因になりまず。 

•本体の近くには携帯電話、パソコンなど湿気 
に弱い電モ機器、精密機器は絶対に置かない。 

^ J 
























正しい使いかた（つづを) 


加湿量の設定/タイマーの設定 

運転時に加湿量設定ボタンを巧ずと加湿量の設定、 
タイマー設定ボタンを押ずとタイマーの設定びで 
さまず。 

1 . 加湿量を設定する 

加湿量を設定ずるには加湿量設定ボタンを巧 
します。]回巧ずごとに L 「弱」一 SL 「微弱」 
「強」と切り換わりまず。 H 「強」のとき 
は青色ランプび、 L 「弱」のとさは黄色ランプ 
び点灯、 SL 「微弱」のとさは黄色ランプび点 
滅しまず。 

2. タイマーを設定する 

タイマーを設定ずるにはタイマー設定ボタン 
を巧します。]回巧ずごとに 2 H 「2時間後才 
フ」一 4 H 「4時間後オフ」 ^ CONT . 「連続 
運転」と切り換わりまず。 2 H 「2時間後オフ」 
のとさは黄色ランプび点灯、 4 H 「4時間後才 
フ」のとさは黄色ランプび点滅、 CONT . 「連 
続運転」のとさはランプび消打しまず。 


電源ボタン 加湿量設定 タイマー設定 

ボタン ボタン 


po C の）〇 C ((〇 〇 r ©) 

P/E H / L/SL CONT ./2 H /4 H 

電源/給水表示ランプ 
加湿量の調節のしかた： 

加湿量設定ボタンを巧ずごとに次のよラに切り換わりま 
ず。 


H 「強」一 L 「弱 J 一 SL 「微弱」 
t _ 」 


加湿量の設定 

表示ランプの色 

H r 強」 

青色 

L r 弱」 

黄色 

SL 「微弱」 

黄色点減 


タイマー機能の使いかた： 

タイマー設定ボタンを巧すごとに次のよラに切り換わり 
まず。 

CONT. 「連続運転」一 2H 「2時間をオフ」 -4H 「4時間後オフ J 


タイマーの設定 

表示ランプの色 

CONT. 「連続運輯」 

消灯状態 

2Hr2 時間後オフ」 

黄色 

4Hr4 時間後オフ」 

黄色点減 


V J 


運転中に 電源/給 化表示ランプ （ P / E ) 
びホをに点なしたとき 

ランプび点灯したとさは、タンクの水び足りな 
くなっていることを表していまず。 

水タンク、水權内の水び少な<なるとブヴーび 
已回鳴り、電源/給水表示ランプ （ P / E ) び赤 
色に点灯しまず。 

① 水路に残った水を捨てた後、新しい水道水を 
水タンクに入れてください。 

② 水タンクより本体に水び行さわたりまずと、 
電源/給水表示ランプ ( P / E ) び消灯しまず。 

③ 電源ボタンを巧して、運転を開始して<ださ 
し、 


給水び必要な場合、ブザーび日回鳴り、 
A ；« 電源/給水表示ランプ (P/E) びホく点 

口しまず。水タンクに水を入れてくださ 


し、。 
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ア□マ台鹿の使いかた 

1. 本体にセットされているア□マ台座 
のフェルトケースを引出ず 

2. フェルトケースにセットされている 
フェルトにア□マオイルを染み込ま 
せる 

フェルトケースにフェルトびセットされてい 
ることを確認してください。市販のア□マオ 
イルまたはエッセンシャルオイルを外側にこ 
ぼれないよラミ主意しなびら2〜3滴フェルト 
に染み込ませまず。次にフェルトケースを本 
体の奥までしっかりと差し込みまず。 



• ア□マオイルまたはエッセンシャルオイル 
をフ王ルトケース占、5溢れるまで入れずぎ 
ない。 

• アロマオイルまたはエッセンシャルオイル 
びア□マ台座のフ I ルトケースの外側に付 
着した場合は必ず}式さ取る。 

• ア□マ台座のフェルトケースの外側にアロ 
マオイルまたはエッセンシャルオイルび付 
着した状態でア□マ台座に差し込まない。 

• 本醫品専巧のフ王ルト L ソ巧でア□マオイル 
は染み込ませない。 

ア□マ台座の破損-巧障の原因になります。 




3. 運転を開始する 

P 7 の運転の開始/停止の手順に従い運転を開 
始してください。ア□マの香りを含んだ加湿 
をお楽しみいただけまず。 

ア□マオイルを入れない場合は通常の加湿器 
としてご使巧いただけまず。 

フェルトの交換 

※フェルトび巧れてさた場合や違ラ種類のア□マ 
オイルまたはエッセンシャルオイルを使用ずる 
場合は、フェルトを交換してください。 
※フェルトはア□マ台座にご購入時にセットされ 
ているをのじ(外に2枚付属品として付属してい 
まず。 

※フェルトは洗って再度使用ずることびできませ 
ん。 









正しい使いかた（つづを) 


※フェルトはフェルトケースの^^の下になるよラ 
に装着してください。 

※フェルトケースは中性洗剤などで洗い、水気を 
よ < おさ取ってから、手順]〜2に従ってセッ 
卜して < ださい。 

《交換用のフェルト AF -04 は別売しております。 
4枚セット曰2已円（税込み、送料込み） 

お買上げの販売店又はドウシシャ福井第2家電 
サービスセンターへお問い合わせください。 


フエ J レト 



ア□マオイル-エッセンシャルオイルなどについて 

-がに近づけないでください。 

-子供の手の届かない場所に保管してくださし、。 

-衣服などに付着した場合は、大量の水で洗い流した後、自 
然乾燥させてください。乾燥機は使用しないでください。 
発火する恐れびあ0ます。 

-手に付着したとさは、直ちに手を洗ってください。 

-取扱いについては、ア□マオイル-エッセンシャルオイル 
に付属の取扱説明書をご覧ください。_ 
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お手入れと保管 



水タンクを取り出したを、本体内部の金属部に触れない。（けび•故障の原因） 

必ず運転を止め、電源プラグをコンセントか5抜いて、本体巧部び;ちえるのを待って占、6 (10 分位）お手入れ 
を巧う。（感電-やけど-けびの原因） 

青掃後は、おず各部品を元通りにセットずる。（やけど•けび•故障の原因） 


本はのお手入れ（週に2回な上） 水タンクのお手入れ(週に2回な上) 


本体に残っている水をされいに捨ててください。 
※水を捨てるとさは、必ず本体に表おされている 
矢印方向から捨ててください。 

矢印方向じ(外から水を捨てると、故障の原因と 
な0まず。 

《水路カバーを取0外した場合、必ず装着しなお 
してください。水漏れの原因となりまず。 



※水路カバーを正しく取り付けないと、本体より 
お湯びあふれる原因とな0まず。 

水路カバー下部脚部分（点線部）を本体水路の 
溝部饮印で指し示している箇所）にしっかり 
と差し込んで < ださい。 



※水を捨て、よく乾燥させてください。 


水タンク内に水を入れ、水タンクキャップを締め 
て水タンクをよく振り、排水してください。（これ 
を2〜3回繰り返しまず。） 

※水タンクは必ず水で洗う。 

お湯で洗ラと変形の恐れびありまず。また洗剤 
等で洗ラと故障の原因とな0まずので、洗剤等 
は使わないで < ださい。 


ベンジン-シンナーではふかない。（変色や 
をおの原因） 

化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書 
走に従って使用ずる。（変色-キズの原因） 
水タンクおよび水檀の水は毎曰新しい水道 
水と入れ曾える。本体内部は甫に這潔をな 
つよラ定期のにお手入れずる。 

お手入れせずにお使いになると、巧れや水 
アカにより、カビや雑菌び繁殖し、異臭の 
原因になります。まれに体質によっては、 
過敏に反応し健康を害することびあります。 
この場合は、医師に相談してください。 

水道水な巧は使わない。 

一般的に水道水は塩素殺菌処 S されてお 
0、雑菌び繁殖しにくいためです。云ネラ 
ルウォーター、アルカ1」イオン水、井戸水、 
ミき水器の水は水アカびをくなったり、カビ 
や雑菌び繁殖しやすくな0ます。必ず、を 
れいな水道水をご使用ください。 

ジユースなどの飲料水、温水 （40’ C な上)、 
化学塞品、芳香剤（ア□マオイルなど)、洗 
剤を入れた水などはお巧に使巧しない。 

水タンクや本体び巧障する原因となります。 


※本体底面の空気取り入れロフィルターの清掃を 
行ってください。 

フィルターのホコ U を掃除機などで清掃してく 
ださい。 




























セラミックディスクの交換方 ミ 去 

セラミックディスクの耐久時間は約3 0 0 0時間 
でず。これを過ざると露の発生量び少な<なった 
0発生しな<なりまず。このよラなとさには、別 
売のセラ S ックディスクを次の手順でお取替え< 
ださい。（ち図を参照< ださい） 

a ) 電源を切って、電源プラグをコンセントから抜 
さ、水を捨てまず。 

b ) 専用工具で IJ ング留め具を左に回して外し、 U 
ング留め具、セラミックディスクを本体から取 
り外しまず。 

巳）別売の交換用部品を「取り外しと逆の順」で超 
音波振動板に取り付け、専用工具にて U ング留 
め具を締めつけまず。 

を）]交換用セラミックディスクは破損防止 
巧の3ム U ングにて保護されていまず。 
取0付けの際には、セラ三ックディス 
クを損傷しない様にゴム U ングを外し 
て < ださい。 

を）2セラミックディスクには表と裏びあり 
まず。取り付けの際には表び見えるよ 
ラに取0付けて < ださい。 

お取替えの際には中はされいに乾かして<ださい。 

巧管のしかた 

r お手入れと保管」に従ってお手入れ • 清掃した後、 
本体内部の水分をよくふさ取り、陰干しして十分 
に乾燥させてから、取扱説明書ととをにお買い上 
げ時の箱に収めて、湿気の少ないところに保管し 
て < ださい。 
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修埋-ヴービスを依頼する前に 


A 警告 

修埋技術者な外の人は分解したり修理をしない。 

「故障かな？」 

と思つたとさには次の点をお調べ< ださい。 


猫犬 

主な原因 

処置 

電源が入5ない 

-電源プラグはコンセントに差し込 
まれていますか？ 

電源プラグをしっか0差し込む 

加湿しない、または加湿量び 
少ない 

•電源/給水表おランプ （ P / 曰び 
赤色に点なしていませんか？ 

-セラミックディスクび交換時期に 
なつている 

-給水ずる 

※電源/給水ランプ ( P / E ) び消 
えてからずぐに電源ボタンを巧 
してを、約2分間は加湿しませ 
ん。水温を日〇でじ(上に加熱し、 
殺菌を行なってから加湿運転を 
行なラためでず。 

-セラミックディスクを交換ずる 
(12 ページ参照） 

給水してち電源/給水表お 
ランプ （ P / E ) び赤色に点归 
ずる 

-水タンクび本体に確実にセットされて 
いますか？ 

水タンクを確実にセットずる 

においびでる 

• 水道水 LU 外を使巧していません 
か？ 

水タンクに残っている水を捨て、「お 
手入れと保管」に従って掃除ずる 

約1分間に1回震び止まり 
そラになる 

•故障ではありません。蒸気□に水 
び溜まることを防ぐため、フアン 
モーターの運転を約]分間に] 
回、フアンを2秒間止めていまず。 

通常の動作なので、異常ではあ0ま 
せん。 


長年ご使用の加湿おはよ<点検を 


このよラな症がはあ0ませんか？ 

-電源コードや電源プラグが異常に熱い。 

• コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。 

-こげ臭いち]いびする。 

-その他の異常-故障げある。 


► このよラな症状の時は、事故防止のため、電源を切り、 
コンセントか5電源プラグを抜いて、必ず販売店またはド 
ウシシヤサービスセンターに点検をご相談ください。 


13 





















